
 戦後 70 年、民主主義のもと、平和な生活を送っている中で、戦争の悲惨さを忘れかけてはいないで

しょうか。特定秘密保護法の制定、集団的自衛権の行使容認等安全保障政策の転換が進められています。 

 今こそ戦争の恐ろしさ、悲惨さを、そして平和の尊さをすべての国民が考え 

る時だと思います。この講座では、二日間にわたる空襲で、2900人以上もの死 

者が出た北海道空襲作文を指導したことにより、大量の教師が逮捕された北海 

道綴り方連盟事件を取り上げ、最近の日本の状況を考える一つの素材として取 

り扱うものです。（1回目 7月 15日、2回目 8月 4日） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25号 

■「いしかり市民カレッジ」情報紙 平成 27 年 7 月 1 日発行 

応援します、生涯学習 － ふえる知識と仲間の輪 学びのスタンプ通算 32号 

７月からの主催講座のご案内 

 

札幌芸術の森野外美術館は、国内外の彫刻家の作品 74点が自然あふれる森の中に点在しています。 

ＰＭＦ（パシフイック・ミュージック・フェスティバル）は世界の若手音楽家を育てる国際教育音楽

祭です。そのオープニングコンサートが芸術の森で開かれます。野外美術館を散策しながら彫刻に触れ、

芝生に足をのばしピクニック気分でクラシック音楽に耳を傾け、ゆったりとアートに親しむ一日にしま

せんか。（7月 12日） 

 

 

（６月２３日現在） 

○登録者～１４７人 

○協力団体～１０５団体 

 

 

 

 

 

 

ロゴ制作者 

丸山英里子さん 

市民カレッジデータ 

 

 

 

ータ 

 

 いしかり市民カレッジへの変わらぬご支援をお願いいたします！ 

いしかり市民カレッジ運営委員長 石井 滋朗 

 
この度、山田治己前委員長の後を受けて、委員長を務めさせて頂くことになりました石井滋朗と

申します。私のような者にこんな大役が務まるのか不安いっぱいでございます。しかし翻って考え

てみますと、いしかり市民カレッジには、常に学びの心を持ち続ける 170 名のカレッジ生がいらっ

しゃいます。この頼もしいカレッジ生の学びの心は、どんな状況でも失われることはないでしょう。 

私は、みなさんの学びの心を見守っていけばよいのではないか、と思い至り、少し気持ちが楽に

なりました。それとともに、この輪をもう少し広げることができたら、とも願っています。 

どうかこれからも、いしかり市民カレッジへの変わらぬご支援をよろしくお願い申し上げます。 

 

講座 5「札幌アート散歩」～芸術の森で野外の彫刻と音楽を楽しみませんか～ 

 

 

講座 6「文明開化（西欧化）の名のもとで日本人は何を失ったか」 

 

 
 明治政府による急激な文明開化政策のもとに、庶民の風習・文化に制約や規制が加えられました。 

講座では風習・文化統制が日本社会にもたらした影響や文化変容の実態を紹介しながら、近代以降の

日本人の文明観に多大な影響を与えた文明開化の意味を考えていきます。講師は北海道教育大学札幌校

（文化人類学）百瀬響教授です。（1回目 7月 14日、2回目 7月 28日、3回目 8月 11日） 

 
講座 7「今年は、戦後 70年」～歴史の記憶を風化させないために～ 

 

 

講座 8「躍進する石狩湾新港」～海から眺める石狩湾新港と先端企業～ 

 

 
 市民カレッジでは、多くの新港企業の工場見学を実施してきましたが、要望の

多かった船上からの見学が、やっと実現できました。普段見ることのできない目

線で新港を見て、現状を学習してみましょう。又、2回目は、東洋水産(株)、横

浜冷凍(株)の工場見学を行います。(1回目 7月 23日、2回目 8月 5日) 

 



 

今年も『いしかり市民カレッジ展』を 5/18（月）〜5/29（火）の期間、「道民活動センターか

でる 2･7」の 9 階にある「まなびの広場」と、今年初めてエルプラザ 1 階展示室で 6/10（水）～

6/23（火）の期間、開催しました。パンフレットや 27年度講座一覧表、現在募集中の講座チラシ、

26年度実施講座を紹介、展示ケースでは学びの手帳、修了証も展示しました。今回の展示も好反

応でしたので石狩市内での巡回展示も計画しています。是非一度ご覧下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICC25 号 

まちの先生企画講座２「お花のつまみ細工」 

講師の本藤奈月さんが江戸時代からのつまみ細工をはじめたのは、6年前に怪我をして右肩が動かなく

なりそれまでつづけていた縫い物ができなくなって、リハビリのため市内手芸店の人が薦めてくれたの

がきっかけです。本藤さんが製作したかんざしを見せてもらいました。「あんみつ姫のかんざしだ」と

思いました。一つ一つの小さな花びらは絹の布を染めたものだそうで、米の糊を吸って豪華にカリッと

仕上がっていました。本藤さんは古本屋で見つけた本の解読に苦戦しながら、当時の研究と伝承活動に

励んでいます。 

 

第 12回修了証授与式続報！～受証された 16 名のみなさまおめでとうございます～ 

 3月 17日（火）に行いました第 12回修了証授与式については、ICC24号でお知らせいたしましたが、

締め切りの関係で記念写真を掲載できませんでした。そこで改めて今号で記念写真を掲載致します。 

 

更 新 手 続 き の お 願い 

～年度会費の納入を忘れていませんか？～ 

平成 27 年度の年度会費（1,000 円）をまだ未納付の方はよろしくお願いします。 

★会費持参の場合  ①公民館での受付  ②主催講座会場での受付 

★会費振込みの場合 ③同封の振込用紙で、郵貯銀行へ振込み（手数料はカレッジ負担） 

     口座名   いしかり市民カレッジ運営委員会  口座番号  02780398172 

●お問い合わせは市民カレッジ事務局（石狩市公民館☎0133-74-2249）へお願いします。 

■ お問合せ  石狩市公民館 

石狩市花川北 6条 1丁目 42  

TEL：0133-74-2249 FAX：0133-74-2249 

E-mail：kouminkan@city.ishikari.hokkaido.jp 

HP ｱﾄﾞﾚｽ：http://www.ishikari-c-college.com/ 

■ 発  行 

いしかり市民カレッジ運営委員会 

   編集担当：中川、勝木、三上、光川、石井 

『いしかり市民カレッジ展』を開催 

mailto:kouminkan@city.ishikari.hokkaido.jp
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